
報告事項エ 

 

 

令和４年度鳥取県教科用図書選定審議会の答申について 

 

  令和４年度鳥取県教科用図書選定審議会の答申について、別紙のと

おり報告します。 

 

 

 

 

令和４年７月２０日 

 

 

 

鳥取県教育委員会教育長  足 羽 英 樹 

 

 





令和５年度に使用する特別支援学校及び特別支援学級における教科用図書の

採択基準 

 

 

１ 特別支援学校の小学部及び中学部において令和５年度に使用する教科用図

書は、「義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律」第１３条第

６項の規定により、学校教育法附則第９条に規定する教科用図書を除き、「小

学校用教科書目録（令和５年度使用）」「中学校用教科書目録（令和５年度

使用）」「特別支援学校用（小・中学部）教科書目録（令和５年度使用）」

に登載された教科書のうちから採択する。 

 

 

２ 小学校、中学校及び義務教育学校の特別支援学級において令和５年度に使

用する教科用図書は、学校教育法附則第９条に規定する教科用図書を除き、

「義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律」第１４条に定める

ところにより、小学校及び義務教育学校（前期課程）においては令和元年度、

中学校及び義務教育学校（後期課程）においては令和２年度及び令和３年度

に採択された同一の教科用図書とすること。 

 

 

３ 特別支援学校及び特別支援学級において使用する学校教育法附則第９条の

規定による教科用図書の採択については、県教育委員会の提供する「選定に

必要な資料」に基づき、児童生徒の障がいの状態や特性及び心身の発達の段

階等を十分考慮すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

市町村教育委員会及び義務教育諸学校（公立の義務教育諸学校を除く）の 

校長が採択する場合に県教育委員会が行うべき役割 

 

 

県教育委員会は、市町村教育委員会及び義務教育諸学校（公立の義務教育諸

学校を除く）の校長に対し、次のことに留意し採択を実施するよう指導、助言

又は援助するものとする。 

 

 

１ 専門的な調査研究の充実について 

（１）選定資料が、学習指導要領に示された「目標」及び「内容」に則して各

教科書の特徴等がわかるものとなるようにすること。 

（２）学校教育に経験豊かな者のうちから、適切な数の調査員を選任し配置す

ること。 

 

２ 適正かつ公正な教科書採択の推進について 

（１）採択権者は公正確保の徹底を図るとともに、自らの権限と責任において

適正な採択を行うこと。 

 

３ 開かれた教科書採択の推進について 

（１）採択結果及び採択理由、選定資料、会議録、協議会委員及び調査員の氏

名等を採択事務の支障のない範囲で公表すること。 

（２）教科書展示会の来場者の意見を教科書採択事務の改善等に活用すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



県が設置する義務教育諸学校（県立特別支援学校）において使用する教科

用図書の採択方法について 

 

 

 

 各県立特別支援学校においては、「教科書選定委員会」を設置し、各学校

における児童生徒の障がいの状態や特性及び心身の発達の段階等に応じて

最も適当と思われる教科用図書を選定し、県教育委員会に採択申請を行う。

県教育委員会は各学校長からの採択申請に基づいて審査を行い、採択する。 

 

 

 

＜根拠法令＞ 

義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律第１３条の２ 

○都道府県立の義務教育諸学校において使用する教科用図書の採択は、あら

かじめ選定審議会の意見をきいて、種目ごとに一種の教科用図書について

行なうものとする。 
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教
科
、
教
科
の
内
容
の
段
階
、
学
習
形
態

1
7

教
出
国
語
　
言
語
編

B
-
7
2
1

・
特
別
支
援
学
校
中
学
部
聴
覚
障
害
者

用
（
1
～
3
年
生
）
の
内
容

・
小
学
部
ま
で
の
学
習
を
踏
ま
え
、
豊
か

な
生
活
を
自
ら
作
っ
て
い
く
た
め
の
土
台

と
な
る
言
葉
の
力
を
伸
ば
す
内
容

・
日
常
生
活
や
社
会
生
活
に
必
要
な
言

葉
の
力
を
身
に
付
け
、
自
分
の
表
現
に

生
か
す
内
容

・
敬
称
や
相
手
と
心
を
通
わ
せ
る
た
め
の

言
葉
の
使
い
方
、
ま
た
、
標
識
・
標
示
や

掲
示
物
の
示
す
意
味
等
に
つ
い
て
考

え
、
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
。

・
常
体
と
敬
体
、
否
定
の
言
い
方
、
接
続

詞
の
使
い
方
な
ど
、
日
常
生
活
や
身
近

な
社
会
生
活
で
用
い
る
言
葉
の
き
ま
り
や

使
い
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

・
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
が
古
く
、
現
代
の
生
活

様
式
に
合
わ
な
い
部
分
が
あ
る
た
め
、
指

導
の
際
に
は
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

・
縦
2
5
.7
c
m
×
横
1
8
.2
c
m

・
1
5
9
ペ
ー
ジ

・
表
紙
は
ケ
ン
ト
紙
、
本
文
は
厚
口

・
本
文
1
0
ポ
イ
ン
ト
、
見
出
し
は
2
4
ポ
イ
ン

ト ・
H
G
S
教
科
書
体

・
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー

・
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
、
漢
字
（
一
部
ル

ビ
付
き
）
で
表
記

・
国
語

・
中
学
部
1
～
3
年

・
個
別
学
習
、
一
斉
学
習

0
5
-
3

旺
文 社

学
校
で
は
教
え

て
く
れ
な
い
大

切
な
こ
と
（
1
1
）

友
だ
ち
関
係

（
考
え
方
の
ち

が
い
）

5
1
7

・
自
分
の
こ
と
や
相
手
の
こ
と
を
知
る
大

切
さ
や
多
様
性
を
尊
重
し
た
上
で
自
己

選
択
、
自
己
決
定
す
る
大
切
さ
を
漫
画
や

イ
ラ
ス
ト
で
解
説

・
身
近
な
友
人
や
様
々
な
人
な
ど
、
考
え

方
の
違
い
を
知
り
、
相
手
と
関
わ
っ
て
い
く

方
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
前

向
き
な
表
現
で
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

・
情
報
量
が
多
い
た
め
、
生
徒
の
実
態
に

応
じ
て
提
示
す
る
内
容
を
精
選
す
る
な
ど

配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

・
縦
2
1
c
m
×
横
1
5
c
m

・
1
5
2
ペ
ー
ジ

・
表
紙
は
最
厚
口
、
本
文
は
中
厚
口

・
本
文
1
0
～
1
6
ポ
イ
ン
ト
、
見
出
し
は
2
8

ポ
イ
ン
ト

・
H
G
丸
ゴ
シ
ッ
ク

・
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー

・
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
、
漢
字
（
ル
ビ
付

き
）
で
表
記

・
特
別
の
教
科
　
道
徳

・
中
学
部
１
～
２
段
階

・
個
別
学
習
、
一
斉
学
習

0
8
-
1

く
も

ん
出 版

か
ず
・
け
い
さ

ん
２
　
や
さ
し
い

す
う
じ

5
5
7

・
食
べ
物
や
動
物
な
ど
身
近
な
物
の
イ
ラ

ス
ト
を
も
と
に
、
数
を
数
え
た
り
数
字
を
な

ぞ
っ
た
り
す
る
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク

・
お
け
い
こ
ボ
ー
ド
付
き

・
1
枚
ず
つ
切
り
離
し
て
使
用
可
能

・
シ
ー
ル
や
表
彰
状
付
き

・
段
階
的
に
1
か
ら
3
0
ま
で
の
数
を
学
習

す
る
内
容

・
身
近
な
物
の
イ
ラ
ス
ト
や
丸
等
を
数
え

て
数
唱
し
た
り
、
数
字
を
な
ぞ
っ
て
書
い

た
り
す
る
活
動
が
で
き
る
。

・
も
の
と
数
字
と
数
詞
の
対
応
、
数
の
ま
と

ま
り
、
数
の
系
列
や
数
え
方
に
気
付
く
こ

と
が
で
き
る
。

・
縦
2
9
.6
c
m
×
横
2
1
c
m

・
7
8
ペ
ー
ジ

・
表
紙
は
ケ
ン
ト
紙
、
本
文
は
特
厚
口

・
本
文
は
1
6
ポ
イ
ン
ト
、
数
字
記
入
（
な
ぞ

り
）
は
4
8
ポ
イ
ン
ト

・
教
科
書
体

・
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー

・
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
（
ル
ビ
付
き
）
で
表

記

・
算
数

・
小
学
部
2
段
階

・
個
別
学
習

1
0
-
1

講
談 社

お
と
も
だ
ち
ド
リ

ル
ブ
ッ
ク
１

き
っ
て
は
っ
て
こ

う
さ
く
ブ
ッ
ク
１

5
8
5

・
絵
本
の
ペ
ー
ジ
を
実
際
に
切
っ
た
り

貼
っ
た
り
す
る
工
作
遊
び
を
通
し
て
工
作

の
基
本
で
あ
る
「
き
る
・
は
る
」
技
術
を
身

に
付
け
ら
れ
る
内
容

・
お
か
ず
の
イ
ラ
ス
ト
を
切
り
取
っ
て
弁
当

箱
の
ペ
ー
ジ
に
貼
る
な
ど
、
身
近
な
生
活

場
面
に
合
っ
た
絵
を
切
っ
た
り
貼
っ
た
り
し

な
が
ら
、
は
さ
み
や
の
り
な
ど
の
用
具
の

使
い
方
を
練
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
好
き
な
形
に
切
っ
た
り
自
由
に
貼
っ
た
り

す
る
ペ
ー
ジ
も
あ
り
、
形
や
色
な
ど
を
基

に
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
す
る
活
動
が

で
き
る
。

・
縦
2
1
c
m
×
横
2
9
.4
c
m

・
8
2
ペ
ー
ジ

・
表
紙
は
超
厚
口
、
本
文
は
特
厚
口

・
文
字
は
1
8
ポ
イ
ン
ト

・
H
G
丸
ゴ
シ
ッ
ク

・
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー

・
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
（
ル
ビ
付
き
）
で
表

記

・
図
画
工
作

・
小
学
部
2
段
階

・
個
別
学
習
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の
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内
容
の
程
度

印
刷
・
製
本

教
科
、
教
科
の
内
容
の
段
階
、
学
習
形
態

1
0
-
5

小
峰

書
店

く
ま
た
ん
の
は

じ
め
て
シ
リ
ー

ズ
　
お
い
し
い

お
い
し
い
１
・
２
・

３

C
0
2

・
動
物
た
ち
が
増
え
て
い
く
食
べ
物
を
楽

し
み
な
が
ら
数
え
て
い
く
絵
本

・
1
か
ら
1
0
ま
で
の
数
に
つ
い
て
食
べ
物

の
数
と
数
字
、
数
詞
と
が
対
応
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

・
縦
2
4
.2
c
m
×
横
1
9
c
m

・
2
7
ペ
ー
ジ

・
表
紙
は
ボ
ー
ル
紙
、
本
文
は
最
厚
口

・
本
文
は
1
6
ポ
イ
ン
ト
、
数
字
1
9
0
ポ
イ
ン

ト ・
H
G
正
楷
書
体

・
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー

・
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
で
表
記

・
算
数

・
小
学
部
1
段
階

・
個
別
学
習
、
一
斉
学
習

1
1
-
4

三
省 堂
三
省
堂
こ
ど
も
か

ず
の
絵
じ
て
ん

A
0
4

・
お
や
つ
や
動
物
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
を
も
と

に
数
に
親
し
む
絵
じ
て
ん

・
「
お
う
ち
の
方
へ
」
で
学
び
方
や
復
習
の

仕
方
を
説
明

・
イ
ラ
ス
ト
を
数
え
な
が
ら
、
1
か
ら
1
0
ま
で

の
数
唱
、
大
小
の
比
較
、
1
か
ら
1
0
の
合

成
分
解
、
1
0
0
の
合
成
分
解
が
学
習
で
き

る
。

・
2
桁
の
数
を
1
0
の
ま
と
ま
り
と
し
て
数
え

た
り
、
1
0
の
ま
と
ま
り
と
端
数
に
分
け
て
数

え
た
り
す
る
学
習
を
通
し
て
、
ま
と
め
て
数

え
る
こ
と
の
よ
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

・
時
計
や
カ
レ
ン
ダ
ー
を
読
ん
だ
り
、
お
金

を
数
え
た
り
す
る
活
動
が
で
き
る
。

・
「
0
」
の
概
念
が
学
べ
る

・
順
序
数
（
順
番
）
が
学
べ
る

・
縦
2
5
.6
c
m
×
横
1
8
c
m

・
9
5
ペ
ー
ジ

・
表
紙
、
本
文
と
も
ケ
ン
ト
紙

・
本
文
1
4
ポ
イ
ン
ト
、
数
字
2
8
～
6
0
ポ
イ
ン

ト ・
見
出
し
、
問
い
は
ゴ
シ
ッ
ク
、
解
説
、
数

の
読
み
方
は
丸
ゴ
シ
ッ
ク

・
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー

・
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
（
ル
ビ
付
き
）
、
数

字
（
ル
ビ
付
き
）
で
表
記

・
算
数

・
小
学
部
3
段
階

・
個
別
学
習
、
一
斉
学
習

1
1
-
4

三
省 堂

こ
ど
も
マ
ナ
ー
と

け
い
ご
絵
じ
て

ん
5
3
8

・
子
ど
も
の
生
活
に
寄
り
そ
っ
た
テ
ー
マ
を

取
り
上
げ
、
家
庭
・
学
校
・
公
共
の
場
所

な
ど
日
常
生
活
の
場
面
ご
と
に
必
要
な
マ

ナ
ー
と
敬
語
を
解
説
し
た
内
容

・
日
常
の
食
事
や
登
下
校
、
電
車
に
乗
る

時
な
ど
、
家
庭
や
学
校
、
公
共
の
場
で
の

マ
ナ
ー
に
関
す
る
知
識
や
技
能
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
。

・
子
ど
も
の
生
活
に
寄
り
そ
っ
た
テ
ー
マ
と

場
面
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
豊
富
な
イ
ラ
ス

ト
と
解
説
で
実
際
の
場
面
が
イ
メ
ー
ジ
し

や
す
い
。

・
縦
2
5
.8
c
m
×
横
2
1
c
m

・
1
7
3
ペ
ー
ジ

・
表
紙
は
ケ
ン
ト
紙
、
本
文
は
最
厚
口

・
本
文
は
8
～
1
6
ポ
イ
ン
ト
、
見
出
し
は
2
4

ポ
イ
ン
ト

・
M
S
ゴ
シ
ッ
ク
体

・
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー

・
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
、
漢
字
（
ル
ビ
付

き
）
で
表
記

・
生
活

・
小
学
部
3
段
階

・
個
別
学
習
、
一
斉
学
習

1
2
-
2

小
学 館

小
学
館
の
図
鑑

Ｎ
Ｅ
Ｏ
　
野
菜
と

果
物

5
1
0

・
身
近
な
野
菜
や
果
物
の
種
類
や
育
て

方
な
ど
を
幅
広
く
掲
載
し
た
図
鑑

・
様
々
な
品
種
や
、
発
芽
か
ら
結
実
ま
で

の
過
程
を
写
真
で
掲
載
し
て
お
り
、
興
味

の
あ
る
植
物
に
つ
い
て
成
長
の
様
子
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

・
植
物
の
育
て
方
や
簡
単
に
で
き
る
実
験

な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち

の
興
味
・
関
心
を
ひ
く
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い

る
。

・
縦
2
8
.5
c
m
×
横
2
1
.7
c
m

・
1
7
5
ペ
ー
ジ

・
表
紙
は
厚
く
し
か
っ
り
し
て
い
て
光
沢
あ

り
、
本
文
は
最
厚
口

・
文
字
は
1
0
ポ
イ
ン
ト

・
H
G
S
創
英
角
ゴ
シ
ッ
ク

・
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー

・
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
、
漢
字
（
ル
ビ
付

き
）
で
表
記

・
理
科

・
高
等
部
1
段
階

・
一
斉
学
習
、
個
別
学
習



R
4
発
行
者

コ
ー
ド

発 行 所
書
名

R
4図
書
コ
ー
ド

内
容
の
特
徴

内
容
の
程
度

印
刷
・
製
本

教
科
、
教
科
の
内
容
の
段
階
、
学
習
形
態

2
0
-
7

東
洋 館
く
ら
し
に
役
立
つ

国
語

0
0
2

・
高
等
部
卒
業
後
の
社
会
生
活
に
必
要

な
「
読
む
」
「
書
く
」
「
話
す
」
「
聞
く
」
に
関
す

る
内
容

・
特
別
支
援
学
校
の
生
徒
向
け
に
作
ら
れ

て
い
る
テ
キ
ス
ト

・
欠
席
や
遅
刻
の
連
絡
方
法
や
言
葉
づ

か
い
、
メ
モ
の
使
い
方
な
ど
社
会
生
活
に

必
要
な
知
識
や
技
能
を
学
こ
と
が
で
き

る
。

・
履
歴
書
や
申
請
書
な
ど
将
来
生
活
し
て

い
く
上
で
必
要
な
書
類
の
書
き
方
の
例
を

紹
介
し
て
い
る
。

・
縦
2
5
.7
c
m
×
横
1
8
.2
c
m

・
1
3
2
ペ
ー
ジ

・
表
紙
は
ケ
ン
ト
紙
、
本
文
は
上
質
紙

・
本
文
は
1
0
～
1
4
ポ
イ
ン
ト
、
見
出
し
1
8

ポ
イ
ン
ト

・
H
G
S
教
科
書
体

・
２
色
刷
り

・
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
、
漢
字
（
一
部
ル

ビ
付
き
）
で
表
記

・
国
語

・
高
等
部
1
段
階

・
個
別
学
習
、
一
斉
学
習

2
2
-
3

日
本

教
育 研

ひ
と
り
だ
ち
す
る

た
め
の
調
理
学

習
5
0
8

・
調
理
を
始
め
る
前
の
準
備
や
初
歩
的
な

調
理
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
な
ど
に
つ
い
て
学

習
す
る
内
容

・
イ
ラ
ス
ト
で
解
説

・
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
の
生
徒
向

け
に
作
ら
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト

・
調
理
の
仕
方
や
食
品
の
選
択
、
調
理
道

具
の
管
理
な
ど
、
日
常
食
の
調
理
に
関

す
る
基
礎
的
な
内
容
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
っ
て
、
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
献
立
に
つ
い
て
考
え
た
り
、

調
理
計
画
を
立
て
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

・
縦
2
5
.7
c
m
×
横
1
8
.2
c
m

・
1
1
9
ペ
ー
ジ

・
表
紙
は
超
厚
口
、
本
文
は
中
厚
口

・
本
文
は
1
4
ポ
イ
ン
ト
、
見
出
し
は
3
6
ポ
イ

ン
ト

・
H
G
丸
ゴ
シ
ッ
ク

・
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー

・
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
、
漢
字
（
ル
ビ
付

き
）
で
表
記

・
家
庭

・
高
等
部
1
～
2
段
階

・
一
斉
学
習
、
個
別
学
習

2
7
-
3

ひ
さ

か
た

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
絵

本
か
ず
の
え
ほ

ん
C
0
5

・
動
物
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
を
も
と
に
数
を
数

え
る
ペ
ー
ジ
と
考
え
る
ペ
ー
ジ
で
構
成
さ

れ
た
、
数
に
親
し
む
絵
本

・
イ
ラ
ス
ト
を
数
え
な
が
ら
1
か
ら
1
0
0
ま
で

の
数
唱
や
大
小
の
比
較
、
も
の
の
分
類

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

・
「
0
」
の
概
念
が
学
べ
る
。

・
縦
2
2
.7
c
m
×
横
2
2
.5
c
m

・
8
3
ペ
ー
ジ

・
表
紙
は
ボ
ー
ル
紙
、
本
文
は
最
厚
口

・
本
文
は
3
0
ポ
イ
ン
ト
、
数
字
は
2
8
～
2
7
0

ポ
イ
ン
ト

・
H
G
丸
ゴ
シ
ッ
ク

・
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー

・
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
、
数
字
（
ル
ビ
付

き
）
で
表
記

・
算
数

・
小
学
部
2
段
階

・
個
別
学
習
、
一
斉
学
習

2
8
-
6

文
研

出
版

よ
う
こ
そ
！
理

科
レ
ス
ト
ラ
ン

理
科
ｄ
ｅ
ご
は
ん

5
1
2

・
身
近
な
調
理
の
レ
シ
ピ
と
と
も
に
、
お
い

し
さ
の
秘
密
な
ど
を
理
科
の
視
点
か
ら
解

説

・
調
理
の
仕
方
や
手
順
に
つ
い
て
、
ご
は

ん
の
お
い
し
い
炊
き
方
や
柔
ら
か
い
ハ
ン

バ
ー
グ
の
作
り
方
な
ど
理
科
の
視
点
か
ら

見
た
調
理
の
ポ
イ
ン
ト
も
含
め
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
。

・
必
要
な
材
料
や
道
具
な
ど
に
つ
い
て
料

理
ご
と
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

・
縦
2
8
.6
c
m
×
横
2
1
.6
c
m

・
3
9
ペ
ー
ジ

・
表
紙
は
厚
く
光
沢
あ
り
、
本
文
は
特
厚

口 ・
文
字
は
1
2
ポ
イ
ン
ト

・
本
文
は
D
F
平
成
ゴ
シ
ッ
ク
、
見
出
し
は

H
G
S
創
英
角
ゴ
シ
ッ
ク

・
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー

・
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
、
漢
字
（
一
部
ル

ビ
付
き
）
で
表
記

職
業
・
家
庭

中
学
部
2
段
階

一
斉
学
習
、
個
別
学
習



R
4
発
行
者

コ
ー
ド

発 行 所
書
名

R
4図
書
コ
ー
ド

内
容
の
特
徴

内
容
の
程
度

印
刷
・
製
本

教
科
、
教
科
の
内
容
の
段
階
、
学
習
形
態

6
2
-
4

少
年

写
真 新

ド
キ
ド
キ
ワ
ク
ワ

ク
性
教
育
（
４
）

男
の
子
が
大
人

に
な
る
と
き

5
0
9

・
思
春
期
の
男
子
の
心
と
体
の
変
化
に
つ

い
て
、
分
か
り
や
す
い
イ
ラ
ス
ト
を
用
い
、

語
り
か
け
る
よ
う
に
解
説
す
る
内
容

・
具
体
的
な
事
例
の
中
か
ら
、
生
徒
の
実

態
や
課
題
に
合
わ
せ
て
学
習
内
容
を
選

択
す
る
こ
と
が
で
き
る
構
成

・
思
春
期
の
男
子
の
心
と
体
の
変
化
に
つ

い
て
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
心
身
の
健
康
に
つ
い
て
関
心
を
持
つ
こ

と
が
で
き
る
情
報
が
あ
る
。

・
縦
1
9
c
m
×
横
2
6
.3
c
m

・
3
9
ペ
ー
ジ

・
表
紙
は
ボ
ー
ル
紙
、
本
文
は
最
厚
口

・
文
字
1
4
ポ
イ
ン
ト
、
見
出
し
4
8
ポ
イ
ン
ト

・
H
G
丸
ゴ
シ
ッ
ク

・
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー

・
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
、
漢
字
（
ル
ビ
付

き
）
で
表
記

・
保
健
体
育

・
高
等
部
1
段
階

・
個
別
学
習
、
一
斉
学
習

6
2
-
7
2

柴
田

書
店

料
理
は
す
ご

い
！
シ
ェ
フ
が

先
生
！
　
小
学

生
か
ら
使
え

る
、
子
ど
も
の

た
め
の
は
じ
め

て
の
料
理
本

5
0
1

・
シ
ェ
フ
が
子
ど
も
向
け
に
洋
食
や
和
食
、

中
華
料
理
な
ど
を
紹
介
し
た
内
容

・
食
材
の
切
り
方
、
道
具
の
使
い
方
な
ど

料
理
の
基
本
を
写
真
入
り
で
分
か
り
や
す

く
掲
載

・
様
々
な
料
理
の
仕
方
や
手
順
を
わ
か
り

や
す
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
パ
ス
タ
、
オ
ム
ラ
イ
ス
、
丼
、
ラ
ー
メ
ン
な

ど
、
5
0
種
類
以
上
の
レ
シ
ピ
が
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
興
味
の
あ
る
レ
シ
ピ
か
ら
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
。

・
タ
イ
ト
ル
に
「
子
ど
も
の
た
め
の
」
と
あ

り
、
青
年
期
の
生
徒
が
使
用
す
る
場
合
に

は
配
慮
が
必
要
。

・
縦
2
5
.7
c
m
×
横
1
9
.3
c
m

・
1
4
3
ペ
ー
ジ

・
表
紙
は
超
厚
口
、
本
文
は
特
厚
口

・
本
文
は
1
0
ポ
イ
ン
ト
、
見
出
し
は
2
4
ポ
イ

ン
ト

・
H
G
S
創
英
角
ゴ
シ
ッ
ク
、
M
S
ゴ
シ
ッ
ク

・
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー

・
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
、
漢
字
（
ル
ビ
付

き
）
で
表
記

・
職
業
・
家
庭

・
中
学
部
2
段
階

・
一
斉
学
習
、
個
別
学
習

7
8
-
3
4

プ
レ

ジ
デ 社

Ｃ
Ｄ
付
き
名
曲

を
聴
き
な
が
ら

旅
す
る
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
絵
本

5
0
1

・
主
な
作
曲
家
に
つ
い
て
時
代
ご
と
に
解

説
す
る
内
容

・
主
な
楽
器
の
写
真
を
用
い
て
解
説
す
る

内
容

･解
説
し
て
い
る
作
曲
家
、
楽
器
の
特
徴

が
よ
く
わ
か
る
名
曲
を
付
録
C
D
に
収
録

・
付
録
C
D
と
解
説
を
も
と
に
、
時
代
背
景

や
文
化
、
作
曲
家
の
音
楽
の
特
徴
、

様
々
な
楽
器
の
仕
組
み
等
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
。

・
付
録
C
D
に
収
録
さ
れ
た
幅
広
い
楽
曲

を
鑑
賞
し
て
、
自
分
な
り
に
音
楽
の
良
さ

や
美
し
さ
を
見
出
す
活
動
に
取
り
組
め

る
。

・
縦
2
6
.4
c
m
×
横
2
6
.4
c
m

・
9
3
ペ
ー
ジ

・
表
紙
は
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
、
本
文
は
厚
口

・
本
文
は
1
4
ポ
イ
ン
ト
、
見
出
し
は
4
8
ポ
イ

ン
ト

・
本
文
は
M
S
明
朝
、
見
出
し
は
M
S
ゴ
シ
ッ

ク ・
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー

・
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
、
漢
字
（
ル
ビ
付

き
）
、
英
語
で
表
記

・
音
楽

・
高
等
部
1
～
2
段
階

・
個
別
学
習
、
一
斉
学
習



 

 

令和４年度教科用図書選定審議会の審議、答申の流れ 

第１回教科用図書選定審議会(４月２６日) 

○県教育委員会から審議会への諮問 

① 令和５年度に使用する特別支援学校及び特別支援学級における教科用図書の採択基準について 

② 令和５年度に使用する特別支援学校及び特別支援学級における教科用図書の選定に必要な資料

について 

③ 市町村教育委員会及び義務教育諸学校（公立の義務教育諸学校を除く）の校長が採択する場合

に県教育委員会が行うべき役割について 

④ 県が設置する義務教育諸学校（県立特別支援学校）において使用する教科用図書の採択方法に

ついて 

○諮問事項の①、③、④について協議 

○諮問事項の②の調査研究のための条件について協議 

 

第１次答申（４月） 

〇審議会長から教育長へ諮問事項①、③、④について第１次答申 

① 令和５年度に使用する特別支援学校及び特別支援学級における教科用図書の採択基準につ

いて 

③ 市町村教育委員会及び義務教育諸学校（公立の義務教育諸学校を除く）の校長が採択する場合に

県教育委員会が行うべき役割について 

④ 県が設置する義務教育諸学校（県立特別支援学校）において使用する教科用図書の採択方法

について 

 

○特別支援学校及び特別支援学級における教科用図書（著作教科書及び一般図書）の調査研究 

（第１回５月１０日、第２回５月１９日） 

 

第２回教科用図書選定審議会（６月９日）  

○諮問事項②についての協議 

②令和５年度に使用する特別支援学校及び特別支援学級における教科用図書の選定に必要な資

料について 

 

第２次答申（７月上旬） 

○審議会長から教育長へ諮問事項②について第２次答申 

②令和５年度に使用する特別支援学校及び特別支援学級における教科用図書の選定に必要な資

料について 

 

〇第１、２次答申を受けて、市町村（学校組合）教育委員会及び義務教育諸学校（公立の義務

教育諸学校を除く）の校長に答申内容について通知 

○県立特別支援学校は答申内容をもとに、使用する教科用図書の採択を決定 


